
平成22年第６回稲城市教育委員会定例会 

 

１ 平成22年６月22日、午前９時30分から稲城市役所６階６０３会議室において、平成

22年第６回稲城市教育委員会定例会を開催する。 

 

１ 出席委員は、次のとおりである。 

小野  好江 

稲垣  弘子 

伊勢川 岩根 

中田   中 

松尾澤 幸恵 

 

１ 出席説明員は、次のとおりである。 

教育部長      川﨑 寿治 

指導室長      飯島 英世 

指導主事      細谷俊太郎 

指導主事      秋山 真一 

学校給食 

共同調理場所長   小川 三男 

生涯学習課長    伊藤 徹男 

体育課長      吉野 正明 

文化センター課長  秋和 広子 

図書館長      宮崎 光弘 

 

１ 職務のため出席した職員は、次のとおりである。 

学校教育課庶務係長 長崎  健 

学校教育課庶務係  風間 浩子 

学校教育課庶務係  渡辺麻衣子 

 

１ 会議に付された事項は、次のとおりである。 

（１）日程第１  「会議録署名委員の指名」 

（２）日程第２  「会期の決定」 

（３）日程第３  「教育行政報告」 

（４）日程第４  第１９号議案 

           「稲城市立学校給食共同調理場運営委員会補欠委員の委嘱につ

いて」 

（５）日程第５  報告事項 

   



委 員 長  ただ今から、平成22年第６回稲城市教育委員会定例会を開催いたします。 

  それでは、日程第１ 本日の「会議録署名委員」についてお諮りいたします。

前例に従いまして委員長指名といたしたいと思います。御異議ございませんで

しょうか。 

 

（ 異議なしの声あり ） 

 

委 員 長  ご異議なしと認めます。よって、本日の会議録署名委員は、稲垣委員にお願

いいたします。 

      次に、日程第２ 「会期の決定」についてお諮りいたします。本定例会の会

期は、本日１日とすることに御異議ございませんでしょうか。 
 

（ 異議なしの声あり ） 

 

委 員 長  ご異議なしと認めます。よって、会期は、本日１日と決しました。 

教育長から教育行政報告の申し出がございます。日程第３ 「教育行政報告」

を教育長よりお願いいたします。 
 
教 育 長  （教育行政報告） 

     学校教育課 

     １ 平成22年５月分不登校による欠席児童・生徒数について 

     ２ 複合施設ふれんど平尾関係について 

     指導室 

     １ 担当者事業について 

     ２ 推進・連携事業について 

     ３ 学校訪問について 

     ４ 研修事業について 

     ５ その他の事業について 

     ６ 教育相談所関係について 

     ７ 教育センター関係について 

     学校給食共同調理場 

     １ 給食主任会の開催について 

     ２ 平成21～22年度給食調理数について 

     生涯学習課 

     １ 社会教育委員関係について 

     ２ 社会教育活動の振興について 

     ３ 青少年委員関係について 

     ４ 青少年指導者養成事業について 

     ５ 稲城ふれあいの森関係について 

     ６ 芸術文化活動の振興について 

７ 文化財の保護と普及について 



     ８ 生涯学習推進事業について 

     ９ 放課後子ども教室支援事業について 

     体育課 

１ 体育指導委員協議会関係について 

     ２ 市立公園内運動施設管理運営について 

３ 体力づくり運動推進事業について 

     ４ 学校等開放について 

     ５ スポーツ教室について 

     ６ 国体関係について 

７ その他について 

文化センター課 

１ 公民館主催事業の実施状況について 

     ２ 児童館における事業の実施状況について 

３ ｉプラザの主な主催事業の実施状況について 

     ４ 平成22年５月文化センター課利用統計について 

     図書館 

１ 市立図書館主催事業について 

     ２ 中央図書館主催事業について 

３ 分館の主な事業について 

     ４ 学校との連携について 

     ５ 城山体験学習館の主な事業について 

     ６ 視察等について 

     ７ 平成22年５月図書館利用統計について 

 

委 員 長  教育行政報告が終わりました。 

      次に、日程第４ 第１９号議案「稲城市立学校給食共同調理場運営委員会補

欠委員の委嘱について」を議題といたします。本議案につきましては、人事案

件であることから、秘密会といたしたいと思いますが、ご異議ございませんで

しょうか。 
 

（ 異議なしの声あり ） 

 

委 員 長  ご異議なしと認めます。よって、第１９号議案は、秘密会といたします。本

秘密会においては、関係者以外の退席を求めます。暫時休憩いたします。 
 

（ 暫時休憩 ） 

 

（これより第１９号議案は秘密会） 
                                                                  
 秘密会議録は別紙。 



                                                                 

（これにて第１９号議案の秘密会は終了） 

 

（ 暫時休憩 ） 

 
委 員 長  再会いたします。 

これより第１９号議案「稲城市立学校給食共同調理場運営委員会補欠委員の

委嘱について」を採択いたします。本案を原案のとおり可決することに賛成の

委員の挙手を求めます。 

 

（ 挙手全員 ） 

 
委 員 長  挙手全員であります。よって、第１９号議案は原案のとおり可決いたしまし

た。 

      次に、日程第５ 「報告事項」です。本日の報告事項は４件です。「小学５年

生宿泊体験学習について」、「平成22年度稲城市中学校連合スポーツ大会につい

て」、「中学校ブロック課題連絡会について」を指導室長より、「ＣＤ『愛の街稲

城』の寄附について」を生涯学習課長より順次説明をお願いいたします。 

 

指導室長  初めに、「小学５年生宿泊体験学習について」です。５年生では、小田良の

里での１泊２日の野外宿泊体験学習を実施しております。これは、稲城の子ど

も達に稲城の風土と未来等を視野に入れ、自然と触れ合うとともに、共通の体

験をさせる中で、生きぬく力を培う人間形成プログラムとして実施しておりま

す。６月11日金曜日の向陽台小学校を皮切りに、９月17日土曜日の稲城第二小

学校まで、全小学校が実施する予定でございます。 

      次に、「平成22年度稲城市中学校連合スポーツ大会について」です。６月９

日水曜日に中央公園総合グラウンドで実施する予定でございましたが、雨天の

ため本年度は中止とさせていただきました。本市の中学校２年生と保護者が一

堂に会して稲城の同学年の存在を実感するとともに、本物の体験を通して将来

への夢や希望につながる機会として、人間形成プログラムの中に位置付けるも

のでしたが、大変残念でした。 

      最後に、「中学校ブロック課題連絡会の中学校ブロック連携計画について」

です。平成20年度より、中学校ブロック課題連絡会を設置しております。中学

校ブロックごとに、校長、副校長全員が集まり、教育長、指導室長とともに、

中学校ブロックの小中学校の連携から一貫した教育への具体化を進めており

ます。市内の小中学校は地域の特色を生かしながら、中学校区の小中学校が共

通して力を入れるべき９年間を見通した教育内容等について検討し、その評価

を諮っております。お手元に、中学校ブロックの本年度の具体的連携計画を資

料として出させていただいております。以上です。 

 

委 員 長  ありがとうございました。続きまして、生涯学習課長。 



 

生涯学習課長  お手元にお知らせを配布させていただきました。今回、生涯学習課の主催で

「愛の街稲城」の歌に合わせた踊り講習会を開催します。この「愛の街稲城」

という歌は歌手のシルヴィアさんが作詞作曲し、歌われたものです。この歌

に合わせまして、市内の踊りの先生である吉嵯峨邑祥先生が振り付けをされ

ました。その吉嵯峨先生より、広く市民の方に紹介するのに活用していただ

きたいとのことからＣＤを100枚寄贈していただきました。これを受け、夏の

盆踊り等に向けまして、踊り講習会を行うものでございます。日時は７月８日

木曜日の午後１時30分から３時30分までで、総合体育館ウェルネスアリーナ

で行います。こちらにつきましては、ひろばでの募集のＰＲを行う他、各地

区のみどりクラブ会長にもちらし等の配布をお願いしております。なるべく

多くの方に参加していただけるよう準備を進めているところでございます。 

 

委 員 長  報告事項の説明が終わりましたので、これより質疑をお願いいたします。中

田委員。 

 

中田委員  中学校ブロック連携計画について、小学校区と中学校区が入り混じっている

とのことですが、たとえば、長峰小学校は第五中学校区と第六中学校区に進学

する子ども達がいますが、そうした面の配慮はされているのでしょうか。 

 
指導室長  中学校ブロック連携計画そのものの中では、主に子ども達が進学する中学校

と小学校が主体となって連携計画を作っております。ただし、市内全体を補い、

共通して連携していくということについては、これまでも続けてきた稲城エデ

ュケーションプログラムの共通な取り組みにより大きく連携するということで

進めてきております。 
 
委 員 長  他に質疑がないようですので、以上で質疑を終結いたします。 

以上で本日の議事日程は全て終了いたしました。これにて閉会といたします。 
 
 

（午前10時10分閉会） 


